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香港の 教育に お ける言語政策 の 動向と課題

劉恩慈　Lau　yan　Chee （京都大学）

1．は じめに

　欝譜政策は多言語祉会に お い て常に論争を招く課題

である D 自分の話す言葉が他よ り優位に立つ か 否 か は

自らの ライ フ ・ チ ャ ンスが大きく左右されるか らで あ

る 。 特 に 植民地だっ た社会 に お い て は．こ の よ うな問

題 は な お 深刻で ある。しか も、言語問題は学校教育に

波及 して い る。例えば、教育媒体言語が母 語（Mother
Tongue ）以外 の 言葉で あれば、一

部の 生徒 の 学業達成
に 支障を起 こ しかねない 。 本発表は こ うし た問題に直

面して い る香港 の 言語事情を取り上 げる 。中国返還後

の香港で 、今ま で の英語支配 の 教育制度 にどの ような

変化があ っ た の か、また、今年 より本格的に実施 され

始めた ラ ン ゲージ ・ス トリ
ーミ ン グ政策に 焦点を当

て 、 その構造 とインプリケ
ー

シ ョ ン を考察 して い きた

い。

2．バイリン ガル教育の虚像

　香港は バ イ リ ンガル社会である と 言わ れ て い る 。 そ

の イメー
ジを支えて い る の は香港の バ イリンガル教育

制度 で あ る。香港で 、バ イ リン ガル と は 「両文両語 」

の こ とで ある 。　 「両文」 とは英文 と中文で、　 「両語 」

は英語 と広東語 の こ とを指す。前者は文書賠 で 、後者

は 会 話 語 で あ る。1974年に 中 文 は 漸 く公用語 と して 認

められたが、 英語は事実上、国際的共通語となっ て 圧

倒的な優位性 を保つ 。中国返還後 も，どち らも公用語

で あ り続けて い る。また、北京語 コ 普通話は申国 の 共

通語であるため、中国返還後、香港に普及 して くる。

従 っ て、返還後 の 香港 の 言語事情 は北京語が加わ っ た

の で 「両文三語 」 とな る e 　「三語 」 の位置関係を整理

すれば、英語が公用語 、広東語が標準語、北京語が国

語で あ る とい う構図になる。

　し か し、実際、香港 の バ イ リ ン ガル 教育 は期待通

り、 機能して い るだろうか 。 イギリス の GCE 　O 　1£ vel 試

験に相当するHong 　Kong　Certificate　 of　 Edu ¢atton

Examlnattons （HKCEE ）の 成績を見て みよ う。 98年に英

語 と中文の平均含格率はわずか 6割 しかな い 。 中等教

育卒業資格 を も らうた め に、受験生は英語 と 中文 と他

の 3 科目に合格 しなければな らな い が、そ れ を達成で

きた の は 97年に 4割 し か い な か っ た 。 つ ま り、半数以

上 の者は 中文 と英語 を 操 る語学 力を 十分 に持た な い こ

とに なる。バイ リンガルは ごく少数 の 教育 エ リートに

限 る 話で あ る。こ う した複雑な 書 語環境が学校教育に

支陣を起 こ す こ とは当然であろう。

　1979年に 9 年間の義務教育制度が施行された。それ

は軽工業か らサービス産業に移行する商業構造 の 変革

に歩調を合わせた政策であっ た 。 人材市場が共に変化

す る か らで あ る。しか し、か つ て の エ リ
ート教 育 の 体

制 は 義務教育 の 施行後 に も 引きつ が れ る 。 そ れ を支 え

る の は英語を中心 とする 教育体制で ある。つ まり、英

語 が教育媒体冒語 と され る。生徒は英語を外国語 で は

なく、ツールとして 学習活動を行わざるを得ない。英

語 を 自由に操れ る か どうかが、教育達成を決め る要素

な の で あ る。

　以前、エ リ
ー

ト教育 の体制 の もとで 、学力が相対的

に 低 い 生徒は進学選抜の各段階にお い て淘汰 され て

い っ た 。 義務教育 の 施行後ド より多くの生徒は高い レ

ベ ル の 教育を受ける こ とが可能と な っ たが 、 英語 を中

心 とす る 教育体制 は変わ っ て い な い 。 英語 力の 不足は

ほ か の学科の学習 に支障を起 こす。教室の中で 英語と

広東語 が混じり合 う学習環境が で きて しまう。こ の よ

うな事態を改善する ため、1986 年 に 政府 は 母語教育 の

構想 を 打 ち 出 した。教育媒体言語 を母 語で ある 広東語

に 戻す政策で ある 。しか し、英語 の優位性が高ま っ て

い る 中、母語教育 の 早期実施は保護者と学校側の抵抗

に よ っ て 放置 された 。母 語教育はようや く1998 年に大

多数の 中学校で 実施された。しか し、それは全面実施

で は なく、い わ ば折衷案とい える 「ラ ンゲ
ー

ジ ・ス、ト

リ
ー

ミ ング」 の
’
政策が採用された こ とにとどまる。生

徒 の 言語適性に したが っ て、英語 ス トリーム と母語 ス

トリ
ー

ム に振 り分 けられ る 。 こ の ラ ンゲージ ・ス トリ

ー
ミ ン グは現在 の 教育選抜 シス テム と どの ように か か

わ り、どうい うイ ンパ ク トを与え る の か 。 まず、現在

の教育選抜の 構造 と特質を見て い きたい 。

3．教育選抜 シ ス テ ム

3．1 バ ンデ ィ ング （Bandtng ）

　香港の学校教育制度は小、中、予科、大学 と い う順

で 6523 制で ある 。 教育選抜は各段階の 学校教育 を

終えた時点 で 行 わ れ る 。 つ ま り、小 6 、中 3 、中 5及

び中 7 を終える ときに受ける 選抜試験は順 にSecondary

School　Plaoes　AllocuLion　（SSPA ）、　Jurilur　Seooridary

Educnしlori　 Assessmerit｛JSEA）、　 HKCEE 、
　 Horrg　 Kong

Advance 　Level　Examlnatlons（HKAL ）となっ て い る 。 義

務教育は 9年間 で 中 3 まで で あ る が、中 5まで の 中等

179 一

N 工工
一Eldotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

教育はほぼ進学希望 の 生徒全員に提供す る こ とが可能

で ある。それゆえ、SSPA とJSEAは生徒を進学か ら排

除する よ うな教育選抜で は な く、基本的に 生徒を学内

成績に基づ い て希望校に配属 さ せ る と い う選別 シ ス テ

ム に 過ぎな い 。 しか し、中 5 まで は排除の 選抜装矧が

外されて いるも の の 、 5年間の 中等教育で生徒は学力

に 基 づ い て 5つ の 学 カカテゴ リ
ーに組み入れ られ る。

それをバ ン ディ ン グと言 う。

　バ ンディ ン グ とは鯰ゴム で括る よ う に、同 じ学 力の

生徒を ひ とつ の グル ープ に束ね る こ と で あ る 。 そ れ は

SSPA の 際 に行われる。　 SSPA は学区内の 小学生を学内

成績 に 基づ い て 5 つ の バ ン ド （つ ま り20 ％ず つ ）に振

り分け、バ ン ドの 順位に従 っ て 生徒を順番に希望中学

校に 入れ て い く シス テ ム で あ る。つ ま り、最上位成績

の バ ン ド 1 に 入 る 生徒は優先的に希望校を選択す る権

利が与え られ る 。 も し 、 保護者は学区内の中学校の 情

報 を十分に把握 できれば、 良 い 成績 の 生徒は最 も評判

の 良 い 中学校 に入る確率が高 くなるわ けで ある。従 っ

て 、中学校側は入 っ て くる 生徒の バ ン ドによ っ て 学校

間の ランキ ン グをさ れて し まう。 ラベ ル効果 を避 ける

ため、生徒の バ ンドは極秘事項 とされ 、 本人 にも知 ら

され て い な い 。しか し．こ の バ ン ドの 順位は つ ぎの

JSEA の 際に進学チ ャ ン ス を 決め る ひ とつ の要素 で あ

り、重 要で ある。

　JSEA とは義務教育を終えた生徒を中 4 に進学させ る

た め の 教育選抜 で あ る。選抜 の 基準は学内成績 と 3 年

前の バ ン ド順位で あ る。1997年度 に87％の 15才 の 生徒

は屮 4 に進学で きた。実際、バ ン ド順位の高 い 生徒は

進学機会がすで に保証 さ れ、進学競争が行わ れ る の は

下位の バ ンドの 生徒 に限られ る。

　本格的な教育選抜は中 5 の HKCEE で あ る。　 HKCEE
とHKAL は進学試験 で あ る と同時に、資格軾験 で もあ

る eHKCEE の試験科目の 平均合格率は60％台にある

が、1998年 に中 6予科へ の 進学率はわずか31％ しかな

い 。 そ の 理由の ひとつ には中 6 に割り当て る予算資源

が非常に 限 られ て い る と い う学校側の 事情がある 。も

うひ とっ は、中 6 へ の 進学 条件 を満 たす生徒 の 数 は

1997年度に わずか 39．2％ しか い なか っ た。そ して 、予

科から大学 へ の 進学確率は 1998年に 57．6％に も上昇す

る e つ ま り、大学ま で の進学確率 を 見 れ ば．香港の 教

育選抜は ピ ラ ミ ッ ド型 で は な く，瓢箪型 に近 い 形 で あ

る。ボ トル ネ ッ ク は 大学入 学で は な く、途屮 の HKCEE
に あるからで あ る。

3．2 ラ ンゲージ ・ス トリーミ ン グ

HKCEE の 試験結果を見て わかる ように、教育選抜に

おけ る語学丿」の 比重は非常に大 きい。さ らに HKAL の

語学科目 の 平均合格率は 80％台にもはね上が る こ とか

ら、HKCEE の 語学力による ス クリ
ー

ニ ン グ効果はかな

り発揮 して い ると言える。こ の 語学力の 規定要因は学

校効果 に 求め る 以外に、生 徒の 家庭環境 に よ っ て きわ

めて 大き く 左右する と考えられ る。約 9割 の 小学校は

母語教育 を行 っ て お り、 8 割以 上 の 中学校 は英語教育

を行 うか らで あ る ， 学校教育に おける 言語環境 の 突然

変異 に対応 す る 能力 を培 う に は．家庭内の 支援が 必要

で あ る と考えられ る 。

　毎年、HKCEE が約 6割 の 落第生 を産出して い る 問題

に対 して、政府は問題 の 原因が英語 に よ る 教育形態に

あ る と考 えて い る 。 そ の間題の解決策 として ，ランゲ
ー

ジ ・ス トリ
ーコミ ング政策を98年度 に実施 し始めた 。

ス トリーミ ン グはSSPA の 際に行わ れる 。
　 SSPA と同様

に、生徒の 学内成績 を基 に して 語学の適性度が算 出さ

れる。中学校側も過去 の教育成果に基づ い て英語 に よ

る教育が認可 される 。 初年度の実施結果 は、約 4 割 の

小学校卒業生 が英語 に よ る 学 習能力があ る と認定 さ

れ、468中学校 の うち にわずか114校は英語 に よる 教育

が認可された 。 よ っ て 、た っ た 27％の 小学卒業生だけ

が英語 に よ る教育をうける こ とが可能 とな っ た 。

　こ の ス トリ
ー

ミング政策 に は い く つ か のイン プリケ

ーシ ョ ンがあ る と考 える。まず、大半 の 生徒が英語 に

よ る教育選抜か ら解放され、長年に わ た る英語単独支

配が 終 わ る。しか し、ス ト リーミ ン グ政策はかえ っ て

英譜 に よ る 教育 が エ リー
ト教育 で あ る とい う事態 を制

度的に認めて しまう側面がある。つ ぎに、教育選抜に

お い て 語学科目の 比重が軽減 さ れ、総合的な学力が評

価 さ れる 。 母語教育が実施 される
一

方、英語 の 人材を

今 まで 通 りに作 り出す こ と に よ っ て 、人材市場か らの

要求 に 応 え る こ とが で きる。また、ス トリ
ー

ミングの

実施に伴 っ て 、言語 の ラベ ル効果をもたらすあらゆ る

教育行政措置が廃止 され る 。

4．ま と め

　ランゲー
ジ ・ス トリ

ー
ミ ング政策は人材市場か らの

要 求と教育問題の解決 に応 える妥協策である と い え

る。そ の 効果 を検証する に は、5年後の HKCEE の 試験

結果を待たねばな らない。また、爵語政策を変更する

背景に、香港の 人 口構成が た えず変動す る 事情が あ る

こ とを指摘 して おか なければな らな い 。それ によ っ

て 、 特定の 言語 に対す る 需要 は多様 に な っ て く る か ら

で あ る。中国返還後 の 香港 の 酎語 政策 に お け る 変 化 は

ラ ン ゲージ ・ス トリーミ ングの みにとどまらな い。学
校教育 に お ける 北京縉 の 扱 い に つ い て は今後も論議の

的になる で あろ う。
つ まり，両文三語 とい う理想的な

言語環境 をい か に実現する の かとい う問題で ある。ま

た 、現在 、香港 で 使われ て い る漢字は 繁体字で ある

が 、中国大陸で使われて い る 簡体字 の 扱 い 方につ い て

も、避けて 通れない教育課題で ある。

＊ 本発表に関する詳細と連絡先 ：

　 URL ：　 http〃Gome ．totyclau

　Email： yclau＠ geocities．com
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